
健康福祉審議会 2020/6/16

オリンピック・パラリンピック気運醸成及び大会開催後のスポーツ振興について（議事１）

子どもから高齢者までの健康づくりについて（議事２）

食育の推進について（議事３）

第3回　健康・介護・高齢者部会 資料６

第3回部会議事　委員意見・質問まとめ

No 意見の要旨 意見・質問者

1

（一社）中野区体育協会としては、2020東京大会の招致活動のころから、中野区と協調し機運醸
成に協力をしてきた。これまでの一連の2020東京大会関連イベントについては一定の評価をして
いる。また、同イベントや聖火リレー（延期）の際には、協会員の動員についても協力体制を
とってきた。今後もこのような協力体制をとっていくことはやぶさかではない。
現在、コロナ感染症の収束が見通せない中、区内のスポーツは区有施設を使用しての活動はほぼ
停止状態である。6月に入り一部再開の動きも出てきたが「新しい生活様式」が求められる中、
ソーシャルディスタンスを取りながらのスポーツ活動は大きな支障が予想される。これらを乗り
越え新しいスポーツ環境を構築するためには、体協はじめ多くの区民との共働が最重要である。

濱本　敏典　委員

（（一社）中野区体育協会　専務理事）

2

2020東京オリパラは1年延期されましたが、世界の新型コロナ感染症の収束が全く予測できない
現在、来年7月に予定通り開催できるかどうかは全く予断を許しません。
また、今後、国内の経済状況が大幅に悪化するとの予測もあります。
そのような現状で、気運醸成イベントは効果が期待できるのかどうか、詳しい分析が必要と考え
ます。少なくとも本年10月頃まで諸情勢を見極める時間を置くのが良いと考えます。

※事務局注　その他の意見として頂戴したものですが、内容に鑑み、議事１への意見として掲載
いたします。

濱本　敏典　委員

（（一社）中野区体育協会　専務理事）

No 意見の要旨 意見・質問者

1

運動と食事により健康を維持していくことは、現代では多くの人にその情報や手段は提供されて
いる。
各種世論調査でも、日本人の最大関心事は「健康」であるとの結果が知られている。子どもたち
については、学校と家庭・地域との連携により幼いころから健康についての関心を持たせること
が重要である。
高齢者にとっては自らＱＯＬを充実させる意識を持たせることに施策の重点を置いてはどうか

濱本　敏典　委員

（（一社）中野区体育協会　専務理事）

No 意見の要旨 意見・質問者

－ 意見なし －


